
鵜の木地区の特徴、魅力

鵜の木特別出張所
作成日 令和６年１０月
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令和６年８月現在 人口26,864人 世帯数 15,287世帯



●鵜の木地区は、かつてこの辺りの森にたくさ

んの鵜が群生していて「鵜の森」と言われてい

たことから、「鵜の木」という名がついたとされ、

現在でも、水とみどりが豊かな地域です。

●多摩川に隣接し、春には、桜や草花が咲き、

散歩や写真の撮影スポットとなっています。

●「うのき水辺の楽校」の活動も盛んに行われ

ており、です。親子で多摩川の自然や生き物

に親しむことができる地域です。
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水とみどりが豊かなまち

うーちゃん

「全国鵜の木まつり」の公認キャラクター



「ハイビスカス」（花言葉：繊細な美しさ）

「パンジー」（花言葉：思慮深さ）

●町会の方々とともに、年２回程度鵜の木

地区の公園や路上の花壇に花苗を植え、地

域の緑と花づくりに取り組んでいます。

●配布した花苗は、公園に植えたり、町会を

通してたくさんの方々にお配りしています。

5

花にあふれた潤いあるまち



●光明寺

奈良時代に活躍した僧侶「行基」が開創、空海再

興と伝わる真言宗寺院でしたが、のちに浄土宗に

改宗した歴史ある寺院です。

●松山公園・ 横穴墓

公園にはクロマツ、アカマツが多く植えられています。

見晴らしの良い丘の上にあり、豊かな自然と鵜の

木の街の眺望を楽しむことができます。

古墳時代の終わりに、丘の斜面を掘って造られた

横穴墓が保存公開されています。
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自然と歴史を堪能できるまち



●鵜の木八幡神社

室町時代の延徳元年（1489）、天明五郎

右衛門光虎が下野国（今の栃木県）佐野

から移住した際に、一族の守護神として八幡

大神を祀り創建したと伝えられています。

●おしゃもじさま（道祖神）

供えた餅を食べることで風邪に効くという伝承

があり、治るとしゃもじに記名して奉納していま

した。現在では転じて、しゃもじが風邪に効く

ものとして信仰が続いています。
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鵜の木オリジナル
おしゃもじはねぴょん

健康第一

伝統的でユニークな神社があるまち

＠



●昭和くらしの博物館

昭和26年建築の庶民住宅を中の家財道具

ごと保存し、公開している博物館

建物は国の有形登録文化財

茶の間や台所、縁側など、昭和30年代の生

活風景を再現しています。

●増田屋ギャラリー

炭の総合燃料商社として70年以上の実績を

もつ「増田屋」が新しい炭文化を発信するため

に開設しました。備長炭から最先端炭商品、

木の湯炭の、火鉢まであらゆる炭の情報を目

にすることができます。
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珍しい博物館があるまち



●鵜の木地区には、商店街が９か所もあります。

地域の方が行き交う居心地の良い居場所です。

鵜の木平和会、鵜の木富士見通り商店街

鵜の木銀嶺会、鵜の木デパート会、

鵜の木名店街、鵜の木東口商店街、千鳥町商栄会

久が原栄会、久が原駅前通り末広商店会

●なかでも鵜の木駅周辺の商店街では地元の嶺町小

や七中、東京高校と連携した地域イベントを実施。

（後程詳しく説明）
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笑顔と温かさあふれる商店街があるまち



●企業紹介 「株式会社金羊社」

音楽や映像、アニメ、ゲームなどのエンタテイ

メントパッケージの印刷や加工を主に行う総

合印刷会社です。

国内外の音楽・映像文化を支え、CDや

DVD,ゲームパッケージ印刷でトップシェアを

誇ってます。

イベントの企画、運営なども行っています。

令和６年には数年ぶりに地域イベント「印刷

いろはフェスタ」を開催し、大勢の方でにぎ

わっています。
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国内トップシェアを誇る企業があるまち

令和６年開催時のポスター



●鵜の木地区には、駅が４か所もあります。
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公共交通機関が利用しやすいまち

区民アンケートの結果では

約89％の方が公共交通機

関が利用しやすいと回答が

ありました。

（令和３年度キラリ健康調査結果より）

駅が家から近く、多くの方が

利用している場所といえます。



●鵜の木地区には、まちなかにある身近な公園

に健康遊具を設置し、それらの公園をつないだ

健康公園ウォーキングコースがあります。

●歩行運動と健康遊具の使用を合わせることで、

より効果的な運動につなげることができます。

●普段のちょっとした時間で、気軽に健康づくり

ができます。
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「いきいき健康公園」があるまち



●平成5年に開催して以降、令和６年で28 回目の開催を

しました。例年、1,000名程度の方が参加しています。

●町会・青少対委員、PTA等の方々が中心となり、子どもか

ら高齢者まで地域全体で楽しめる運動会。鵜の木地区の一

大イベントです。

●競技内容には、防災訓練の要素を取り入れたもの、キャタ

ピラー競争、町会対抗競技など、盛りだくさんのプログラム。
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地域みんなで参加できる運動会があるまち

●七中ボランティア生徒をはじ

め、東京高校の吹奏学部やチ

アリーディング部、鵜の木太鼓、

保健所、包括支援センターなど

が参加し、運動会を一緒に盛り

上げていただいています。 令和６年開催時のポスター



●元気なあいさつで明るいまちにすることを目的

に、鵜の木地区７町会が中心となり推進してい

ます。

●「おはよう。ありがとう。しつれいします。さような

ら。すいません。ごめんなさい。」といった挨拶を大

切にし、みんなで明るく安心して暮らせるまちづく

りを目指しています。

●小・中学校の児童・生徒に啓発ポスターを作

成を依頼し、連合運動会などの地域イベントや町

会掲示板などへ掲示しています。

14

鵜の木地区町
会連合会

シンボルマークは大森第
七中学校の生徒の方が
デザインしてくれました
。

あいさつで心が通うまち ～オ・ア・シ・ス運動



●高齢の方の仲間づくり、ふれあいの場として、

平成14年から鵜の木地区で3つ（もみじ、鵜

の木、千鳥）の「ふれあい元気塾」が結成さ

れました。

●各元気塾では、町会の方々が世話人とな

り毎月1回、高齢の方が地域との交流を通し、

元気で生きがいある生活ができるように園児

とのふれあいや講演会、健康体操、コンサート

等を行っています。
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ふれあいを大切にするまち ～元気塾

「千鳥元気塾」

「鵜の木元気塾」

「もみじ元気塾」

●毎年3月には3つの元気塾が合同で「高齢

者ふれあいフェスタ」を開催し、様々な企業や団

体も参加しています。
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健康づくりをきかっけに地域の絆を深めるまち

～人生100年を見据えた健康寿命延伸プロジェクト等～

●子どもから大人までの主に若い世代が人生

100年時代を見据えた健康づくり活動に関心を

持ち、その活動をきっかけに地域の絆を深める取

組を進めています。

（SDGsゴール３ ウェルビーイングをめざして）

（１）「小学校への健康教育出前授業」

（２）「オトナ体力測定会」

「連合運動会健康ブース」

（３）「鵜の木クイズラリー」

「はねぴょん健康クイズラリー」

（４）「人生100年健康づくり講演会」

 「食事栄養バランス測定会」など



●大田区オリジナルSDGｓロゴマークは大森

七中の生徒にデザインしていただきました。

●鵜の木地区では、自治会町会などが取り組

む様々な活動をＳＤＧｓゴールとの関連させ、

次世代を担う、地域の幅広い世代の方々へＰ

Ｒしています。

・地域情報誌「さんぽみち」発行、特集

・「鵜の木 de SDGｓ」講演会（環境保全、健康）

・町会回覧や掲示など
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ＳＤＧｓの達成に向けて取組むまち



●自発的ボランティア活動によって、きれいな

街づくりを実践するとともに「ごみ問題」につい

て関心を深めるきっかけ作りをすることを目的

に毎年度実施されている活動です。

●鵜の木地区の7町会をはじめ、鵜の木地区

の小中学校にご協力いただき、道路や公園を

清掃し、まちがきれいになるだけでなく、地域

の絆が深まっています。

●小中学校や高校と一緒に一斉に清掃活動

に取り組んでいるのは、鵜の木地区ならでは

の取組みです。
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清掃活動をきっかけに地域の絆を深めるまち



●鵜の木地区４つの小中学校防災活動拠点

や各町会で防災訓練を行っています。

●連合運動会や元気塾でも防災訓練や救命講

習などを実施しています。

●近年ますます水害や地震の危険性が高まって

おり、令和６年には子どもから高齢の方まで幅

広い世代の方が気軽に楽しく参加できる防災訓

練を実施し、地域の防災意識が高まっています。
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防災意識が高いまち

令和６年嶺町小学校での防災訓練のポスター
（同様の訓練を大森七中でも実施しました）



●鵜の木商店連合会主催の「全国鵜の木ま

つり」

全国の「うのき」14か所とともに物産市や地域

の子どもたちのダンス、太鼓、吹奏楽の演奏、

チアリーディングの演技などが行われます。

●秋田県男鹿市若見区鵜木の「なまはげ」も

参加し、特産品のみならず、各地の人々の

「思い」も集まります。

●例年、大森第七中学校のボランティア生徒

をはじめ、鵜の木地区内外の多くの方々が訪

れ、とても賑やかな「まつり」になります。
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年に一度「なまはげ」が現れるまち

令和６年開催時のポスター



給食の定番メニューの発祥は、なんと！

鵜の木地区です。

揚げパンは、昭和27年頃に大田区立嶺町

小学校の給食担当の職員が考案したと言

われています。

当時は欠席した児童に給食のパンを届けて

いたようです。硬くなってしまうパンを、流感

で休んだ児童に栄養をつけてもらい、おいし

く食べてもらうために油で揚げ、砂糖をまぶ

すことを考えついたそうです。
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揚げパン発祥のまち



●地域情報誌さんぽみち

●鵜の木地区公式LINE（ＳＮＳ）

●HP（鵜の木特別出張所、鵜の木地区町会連合会）

●掲示板（区設：約40か所、町会：約130か所）
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広報・情報発信に積極的なまち

鵜の木地区の様々な情報を掲載したフリー

ペーパーです。イベント情報や防災・防犯情報

など地域の様々な話題を掲載しています。

令和６年９月からスタート！幅広い世代の

方に鵜の木地区の取組に関心を寄せていただ

き、参加してほしいとの思いで旬な話題を配信

しています。
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●鵜の木地区には７つの町会があります。

●各町会が地域住民のために、お祭りやもちつき大会ななど

のイベントや、防災・防犯、美化、見守り福祉活動などに取り

組んでいます。

●７つの町会がまとまり、鵜の木地区町会連合会として、運

動会やオアシス挨拶運動など様々な活動を行っています。

町会活動が盛んな安心安全のまち

（後程詳しく説明）



24

学校やＰＴＡ、ボランティア活動が盛んなまち
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（令和３年度キラリ健康調査結果より）住みやすいまち鵜の木
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町会の主な取り組みについて 堀江敏雄 鵜の木地区連合会長

嶺町小での防災訓練
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町会の主な取り組みについて 堀江敏雄 鵜の木地区連合会長

一汗かこうぜ 健康の
それ！健康の～

鵜
の
木
音
頭

ふ
れ
あ
い
元
気
塾

講
演
会



●鵜の木駅周辺の商店街では地元の嶺町小や

七中、東京高校と連携した地域イベントを実施して

います。

・うのきストリートキャンプ（七中生、嶺町小など）

・全国鵜の木まつり（七中生、東京高校など）

・「商店街に響いたこどもの声」（嶺町小）

・「コロナに負けない！疫病退散アマビエ作品展示会」

（嶺町小）

・「はねぴょん健康クイズラリー」

人生１００年健康寿命延伸プロジェクト（大田区健康政策部）

28

商店街と地域との関わりについて 近藤好秀 青少対会長

うのきストリートキャンプの様子



商店街と地域との関わりについて 近藤好秀 青少対会長
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